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1サ 17日 、村 1勺 各小学校で入学式が行われ太 |||

小学校でも4人の新人生をi型 えました

授業中も先生の質問に大きな声で「ハー イ4/」

と答えるなと
゛
/L気いっはい 新 しい生活の始ま |)

に胸をワクリクさせていました :



目指して平成5年度予算決まる

24億口:51口万円でスタニト″

今年度の主な

事業を1見てみよう
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生きがいの創造

豊かさの実現 住み良さの充実

消 防 費 教 育 費 公 債 費
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魅力と層

曖 師 膏 日 出 市 輛 ‐ j卜詈調 ■

(目的別歳出)

(性質別歳出)

平成5年度会計別予算額

1簡 易 水
道

||』
保 事 業勘定

特
1匡1保 lF4診 LJl定

別
1老 人 保 健

会 1農
業 共 1斉

計 1相 内 財 産 区

1脇
元 財 産 区

||― 三 財 産 区

村民 1人あたりに使われているお金は ?

務 生

258-

農林水産業費



如
男
子
型
企
業
日
目
皿
を
誘
致

に　
工
場
立
地
基
本
協
定
に
調
印

①①OOO① ①①OO
今年の春、村内各小学校へ27人の新人生が入学 しました。

相内小学校の入学式では新人生が拍手で迎えられ、鶴谷武英校長が「あいさつをがんば

からはみんな仲間です」と 2年 生全員による歓迎のことば等がありましたも
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福原 ヨ1子 さん
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茶
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役場の電話は62-2111

(何々沢など具体的に)を言って

弊社は昭和59年 2月創業、津軽東芝音響腑子会

社として、音響製品を主体に世界へ向けて製造

しているIJ・・● .

この度、将来構想への拡大化を目指し有能なる

人材確保・養成すべく人材を募集する次第です。

中募集人員 一般組立要員  女子 30名
*年 齢 18オ～40オ迄
*給 与 基本月額平均。皆勤手当含む

ホ通勤補助手当有り *正社員登用制度有り
*勤務時間 AM8:10～ P15:00 (休 憩50分 )

中休日 日曜。祭日,夏期。年末年始.隔週土曜日
*その他 昇給1回 /年・賞与2回 /年
各種社会保険加入。有給休暇制度有り

中面接日・場所。申込み先

ほ洒接日:平成5年 5月 6日 より

毎週月曜～金曜日の川10:∞ ～PU3:llllの 間

(2)面接場所 :伸津軽テクニカ会議室

(3)申込み問い合わせ先 TEL03320
佛津軽テクニカ 総務担当 上野

*尚、ご応募に当っては、自筆履歴書をご持参

パネルや安東氏が藩政時代を過 レ
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市浦村の人口と世帯数  平成5.4.1現在
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０
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◇
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、
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平
成
四
年
度
、
市
浦
村
で
は
、

癌
死
亡
十
名
、
脳
卒
中
死
亡
九
名
、

心
疾
患
死
亡
七
名
と
全
死
亡
数
三

ま
す
。
健
診
の
役
割
は
、
こ
れ
ら

を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た
各
自
の

◇
何
故
、
成
人
病
が
そ
ん
な
に
怖

◎
自
党
症
状
が
あ
ら
わ
れ
に
く
く

気
づ
い
た
時
に
は
か
な
り
進
行

◎
複
数
の
病
気
を
伴
っ
て
発
病
す

◎
老
化
を
土
台
に
し
た
慢
性
病
な

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

◎
働
き
盛
り
の
人
を
襲
え
ば
、
家

庭
的
に
も
社
会
的
に
も
与
え
る

受
け
よ
う

一
日
ド
ッ
ク

不

明

な

点

は

役

場

住

民

福

祉

課


